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　The　purpose 　of 　this　study 　was 　to　analyze 　the　relationship 　of 　the　bone　 mineral 　density　 of 　the　 elderly 　 who

attended 　the　senior 　college 　to　theiτ
・health　history　and 　life　style ．　The　followir】g　results 　were 　obtained ，

1）The 　bone　mineral 　density　of　the　e ！derly　decreased 　wi しh　age ，　especialy 　Lhe　bone　mineral 　density 　of 　women

correlated もhe　age ．　The　bone　mineral 　density　 of　men 　did　not 　correlate 　the　age ．
2）There　was 　significant 　difference　in　the　bQne　minera ！density　amQng 　the　women 　who 　had　suffered 　from 　bone
fractures　arユd／ or 　were 　referred 　to　as 　the　

“bone　fragile”．
3）There　was 　no 　significant 　differencc　betwGerl　the　bone　mineral 　density　and 　the　life　style 　of 　the　elderly ．
4）The 　bone 　 mineral 　dens三ty　 of 　 nlen 　 correlated 　 with 　BMI ，　but　that　of 　 wDmen 　did　 mt ．

Key　words ： Bone 　Mineral　Density （骨密度），　Elderly （高齢者 ），　Senior　College （老人大学），　Health　History（健康

　　　　　 歴），Life　Style（生活習慣）

1．は じめ に

　高齢社会 に お け る健康問題 と して 「寝 た きり」 と老

年性痴呆症が大きな関心事とな っ て い る。「寝 たきり」

の状態の 背景要因 は 身体的，心理的，社会 。環境的要

因が 複雑 に 関連 して い る と い わ れ
1）

， 初め て の 全国的

な調査 として 行わ れ た 1978年厚生行政基礎調査 に よ れ

ば ， 在宅 の 寝 た きり老人 は29万8000人 で，特別養護老

人 ホ ーム な ど の 施設 に お ける 寝たきり老人を加え る と

36万2000人 に の ぼ る と予測さ れ た 。 そ して そ の緩の調

査で 1992年に は90万人 （高齢者人 口 の 約4．5％），1999

年に は 120万人 が 推定 され て い る。寝 た き り の 状態 は

高齢者 に と っ て も，そ れを介護す る こ と に も大 きな負

担を強い る 。 で きる だ け健康な状態 で長寿が喜べ るた

め に そ の 予防対策 は 重要で あ る。寝 た きりの 身体的要

因 の 第 1位 は脳卒中で あ るが，第 2位 に は転倒 ・骨折

が あ げ られ，そ の 背景 に は 骨粗鬆症 が 大 きく関与して

い る。 こ の よ うな 状況 に 対 して 厚生省が 推進す る 「寝

た きり老人 ゼ ロ 作戦」 の
一

環 と して 骨粗鬆症予防の 対

策 も盛 ん に な っ て き た 。 こ れ まで 骨量 の 変動 に 関連す

る危険因子と して は加齢，女性，人種，家族歴，体格

な ど に 加 え，低 カ ル シ ウ ム 摂取，多量 の 喫煙 ・飲酒 ，

多量 の コ
ー

ヒ
ー
摂取，長期臥床，運動不足など が指摘

されて い る
2 ）・3 ）

。 これ まで 女性を対象 に した 骨量 と生

活習慣 の 関連 を み た研究 は さ れ て い るが
， 健康な高齢

者の 男女 を対象 に した研究 は少ない
。 今回， 老人大学
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に通 う健康な男女の 高齢者の 骨量測定，健康歴と生活

習慣を調査す る機会を得た 。 本研究の 目的は，健康歴

お よ び生活習慣 と骨量 の 関連を検討 し，高齢者 の 骨粗

鬆症予防，骨量維持改善の た め の 健康増進活動の あ り

方を検討す る こ とで あ る 。

2 ．研究方法

　 1）対象

　対象者は兵庫県高齢者生きが い 創造協会が 主宰す る

1学園 の 大学講座 （4 年制） と地域活動指導者養成講

座 （2 年制）に通学す る高齢者で あ る。 1学園 は 「高

齢者の 能力を再開発し，社会活動や社会参加 を促 し，

生 きが い ある充実 した生活を創造す る ために ， 生涯教

育 の一環 と して 高齢者 の 総合的か っ 組織的な教育施設」

と して 開設 された。大学講座 に は教養講座 と専門講座

が開講さ れ て お り， 専門講座 は さ らに園芸学科， 健康 ・

福祉学科，文化学科，陶芸学科 に 分か れ て い る。

一
方，

地域活動指導者養成講座 も教養講座 と専門講座が開講

さ れ て お り， 専門講座 は健康系， 福祉系，地域活動系

に 分か れ て い る 。 今回 の 骨量測定とア ンケ
ー

ト調査は，

こ の 学園 に 通学して い る高齢者に案内文を送付し参加

を呼び か け ， 希望者を募 っ て 講座の あ る 日の 昼休み を

利用 して 行 っ た。協力の 得られた高齢者 は 2回 の 測定

で ， 162名 （男性55名 ， 女性107名）で あ り， 年齢は男

性69．8± 3．5歳 （平均年齢 ± 標準偏差），女性 は 68，2±

4．3歳 で あ っ た 。

　 こ の学園 に通 う高齢者は，K 市 に ある大手鉄鋼 メ
ー

カ
ー

の 退職者や そ の 妻， 周辺 の 農業に 従事者す る比較

的健康な高齢者で あ る 。

　 2）方法

　　（1） 骨量 の 測定 と評価

　骨量 の測定に は超音波骨評価装置 AOS − 100 （ア

ロ カ社製）を用い た。 本装置は骨量を超音波法に よ っ

て 測定す る装置で あ り，踵骨周辺 を対向す る一対の 振

動子 で 広帯域 パ ル ス 波 の 送受信 の 行 うこ とに よ っ て平

均音速 （音速 Speed　of 　Sound ；SOS）， 超音波 の 透過

の 度合 い を指標す る 値 （透過指標 Transmission

Index： TI），音響的特性か ら対象者 の 骨 の 強 さを指標

す る 値 （音響的骨評価値 Osteo　 Sno−assessrnent

Index：　OSI）を導き出すもの で あ る 。 本装置は超音波

に よ る診断の た め人体に有害な放射線を発生 しな い ，

従来の 超音波法に 比較 して 水を使わな い 乾式 の 装置で

あ る た め簡便，実測定時間は 5秒以下で あり準備を含

め て 1分以下で 測定で きる た め短時間測定が可能 と い っ

た利点があ り，骨量評価の ス ク リーニ ン グに適 した装

置で あ る 。 今回 の 研究で は骨量 を示 す指標 と して ，骨

の 弾性 に 相関す るOSIを用 い る こ と に した。本装 置

AOS − 100の精度に っ い て は X 線を用 い た精度の 高

い DXA 法 に よ る 骨量測定値 と の 比較が 行われて お り，

谷 澤 ら
4）

に よ る と， 踵 骨 で の 相関 係数 は 0．869

（p＜0．001） と きわ め て 高 い 相関を示 す結果が得 られ

て い るQ

　測定 の 具体的方法 は，被検者を椅子 に 座 らせ，素足

の ま ま で 膝関節が 90度 に な る よ うに し，踵骨 の 両側 に

ゼ リ
ー

を塗 っ て 装置 の 振動子間 に固定 し測定す る。

　　  　健康歴 ・生活習慣の調査

　自記式調 査 票 に よ っ て ，既往歴 （骨折歴，糖尿病，

腎透析， 内服薬），日常の 活動量，運動習慣，食生活，

日常生活 （睡眠，喫煙，飲酒，嗜好品）身長，体重 な

どに っ い て調査を行 っ た 。 調査 は ， 骨量測定に参加し

た高齢者 に 協力を依頼し， 1週間後個人 に よ っ て 封筒

に 封入 され た調査票 を一
括回収 した 。

　　（3） 解析方法

　音響的骨評価値の横断的加齢変化をみ る た め に，年

齢と音響的骨評価値 の 分布 か ら単相関係数を求 め た。

ま た，音響的骨評価値の 肥満度と の 関連を み るた め に，

BMI と音響的骨評価値 の 分布 か ら単相関係数を求 め

た
。

　音響的骨評価値と健康歴 ・生活習慣と の 関連を み る

ため に ，対応 の な い t検定を用い た。

　な お ， 統計分析に は エ ク セ ル 97 （マ イ ク ロ ソ フ ト社）

お よ び エ ク セ ル 統計97 （社会情報サ
ー

ビ ス 社）を用 い，

危険率 5％未満を有意 とした。

3．結　　果

　 1）対象者 の 特性

　調査対象者 の 年齢， 身長，体重 ， BMI ，音響的骨

評価値 （以下骨密度と す る） を男女別 に 分けて 表 1 に

示 した 。

　 2）男女別 に みた骨密度 の分布

　男女別に み た骨密度を図 1お よ び図 2 に示した 。 男

性は最小値2．098，最大値3．359，平均値2．679± 0．284

（標準偏差） で あり，女性 は最小値1．894，最大値2．942，

平均値2．264± 0．200 （標準偏差） で あ っ た。
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一Eleotronio 　Library 　



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

老人大学に 通 う高齢者 の 健康歴 およ び 生活習慣 と骨密度 との 関連　　95

表 1　 対 象者 の 特性

男　性 女 　性

年 　齢 （歳）

身 　長 （cm ）

体 　重 （kg）

BMI

骨密度

69．8　± 3．5

163．3　± 5．8

59．8　± 8．3

22．4　± 2．8

2．679：ヒ0，287

68．2　　±4．3

151．9　　± 4，7

52，4　　± 6．1

22，7　　±2、3

2，264± 0．2Q1

　　
il
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　 　 B

　 　 7

　 　 6
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（x 土SD ）

2．0　2．1　2．2　2．3　2．4　2．5　2．6　2．7　2．8　2．9　3．0　3．1　3．2　3．3
　 　 　 　 　 　 　 　 骨密度

　　　 図 1　男性 の 骨密度分布

i．8　　1．9　　2　　2．1　2．2　　2．3　　2．4　　2．5　2．6　　2、7　　2、8　@2．
　 　 　 　 　 　 　 　骨密

　 　 　図 2 　 女性の骨密度

布 　3 ） 年齢と

密度 　 男 女別にみた年 齢ごとの 骨密度の平 均 値 を

2に 示 し た。 男女と も に 加 齢に伴っ て骨密 度が 低

する が ， 男 性ででは 年 齢 と骨密度との相関係数は一 〇

52 で あ り ，特に女性では相関係数が 一〇．300（p く 0

01 ） で 有 意

差があった。 　4 ）健 康歴・生活習慣

各項目と 骨 密 度 　健 康歴およ び生 活習 慣と骨密 度

の 関 連を 男女 別に み た

のを表3に 示した 。 　　（

j骨折の 既 往と 骨密 度 　女性 で は「今 ま でに骨 折

し た ことがあ りま すか 」 とい う 設問に「ある」と答え

群の骨密度 は2 ．198 ± 0 ． 149 （平 均 値 ±標 準 偏

）で あり， 「 ない」と答え た 群の骨 密度は 2 ， 280 ± 0

211 で ， 2群間には有意差が 認 めら れ た （ p ≦0 ． 0

）。 ま た 「 今まで に 医師に 骨 が も ろい といわ れ た

と が あ りますか」と いう設問にっいて も「ある」 群の骨密 度

2 ． 112 ±0． 181 （ 平均殖 ± 標準偏差 ），「ない」 群 の骨

度は2 ． 311 ±0 、193 であ り ， 2群間には有意

な
差

認め ら れた。 （ p 〈0 ，001 ） 。 一方 男 性 で は

折の 既 往 の 「 あ る 」 群と「な い 」群 の 間 に は差は

か っ た 。ま た ，「 骨 が も ろい 」とい う 指摘を 受

た男 性は2 名しか なく，判定が

きなかっ た 。 　　  　糖 尿 病 の既往 と骨密度

糖尿 病の既往 と 骨 密

との 間には 男女と もに関連は 認

られなか っ た。 　　〔 3〕日頃の 運 動習慣と 骨 密度

@ 現在およ び過 去（20 〜 25 歳 頃 ）の 運動 習 慣 の

無と 骨 密度と の間には

女共 に 関連はみら れ なか

た。 　　（4 ）食生活と 骨 密度 　 　a ．食事

限の 有 無 　医 療 関係 者の 助言 を 受け て の 食 事 制

の有 無と骨密

との間には男女と も に関 連 は 認 め ら れなかっ た 。

　b ． 塩 分 制限 　 食 事制 限を して い る人に つ い て，

分 制 限の有 無 と

密度との 間 に は 男 女と もに 関 連は 認められなか っ た。

　　 c ． ダイ エ ッ ト 　女 性 でダ イ エ ットの体 験 の

無 と骨密 度と 間には関 連 は 認 め

れなかった。男 性はダイ ェット体 験 群 が 3 名 しか

く，判定 ができな かった。 　 　d ． 小学 生。中学

。高 校生の ころ
の 牛 乳の飲量 　小学生。中学生・

校 生 の 頃 の牛乳 の飲 量 と 骨 密 度 との関連 を「 コ ッ

1 杯を 毎食 毎 ， 毎 日 ，毎日とはい えないが毎週 」

答 えた群 と 「 週 1回未 満 」と 答え た 群との間 で み た

ころ ， 小学生， 中学 生 ，高

生のど の 時 代においても男女 ともに 関連
は 認め

ら

なかった。 　　e ． 現 在 の 牛 乳 の飲量 　現 在

牛乳 の飲 量と骨密度 との関連を 「コ ップ ー 杯 を毎

毎 ， 毎日 ，毎 日 と は いえ な い が 毎 週

と答 えた 群と「 週1 回 未満」と

えた群 との間 でみ た ところ男 女ともに 関連は 認め

れなか った 。 　　 f ．骨 ご と食 べる 魚の摂 取 回 数

　 骨ご と食べる 魚の摂 取回数 と骨密度 と の関 連を 「 週

日以上
」
と答 え た 群 と 「 週 3 日 以下」と 答 え た 群と の 間 でみ た
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表 2　年齢別平均骨密度

男　 　性 女 　 　性

年齢 （歳）　　 人 数 （人） 骨密度 年齢 （歳）　　 人 数 （人）

2345678901234666666667777775

7778

11116313459

　

　

　

　

1

411

31

骨密 度

3．0612

．6672

．7822

．9482

，7852

．7582

．7212

．5292

．5172

．7262

，5492

．8512

．3612

，211

2，6632

．786

89012345556666666678901234567

66677777777

2134KU521228768931

1
　

1
　

　

@

2．322

．492

．362

．392

，362

．262

．282

．472

．412

．242

．312

．312

，222

．182

．202

．162

，132

．232

．202

，04

　 　9 ． イ ン ス タ ント食 品（ レト ルト食品） の摂

　 イ ン ス タント 食品 （レ トルト食品を含む）摂取

度 と骨密 度との 関連 を 「 週に 4 日 以 上 」 と 答 え

群と 「週 3 日以下」と 答え た群 と の 間 で みたとこ

男女 と も に 関連 は 認 め ら れ

かった。 　　（5 ）喫煙

慣と骨密度 　喫煙習 慣と骨 密度との 関 連 を 「現在

って い る ， 以 前 吸 っ て い たが 今は や めてい る」 と

え た 群と 「 吸 っ たこ と がな い」 と 答 えた 群との間

みた とこ ろ男女 と も に 関 連

認められな かった。 　　

6）飲酒習 慣と骨密度 　飲 酒週間と骨 密 度 との関

を「 現 在 飲 ん でいる ， 以 前飲 んでいたが今 はやめ

い る 」と答え た群と 「 飲ま な い 」と答 えた群 との

でみ た とこ ろ 男 女 と も

関連 は 認められな

った。 　5 ）BMI と 骨 密 度 　対象者の身長

体重 から BMI を求め，骨 密度との 関連をみたところ，男性で

関係数が 0 ． 478 （ p く 0 ． 01 ） 相関を 示 し

が ， 女 性 に お

ては有意な関

は 認めら れなか

た。 4 ．考　　察 　 1 ） 年齢 と骨密 度 　

回の調査対 象は ， 生きがいの創造に 向 か っ て生涯

習を継続している健康な高齢 者であ っ たが ， 年 齢 と

ﾆ もに 骨密度は減 少傾 向を示し ，特 に 女 性 に おいては

危 険 率 1％ 以 下 で 負 の 相関 がみ ら れた。この結果は 健

康 で生 きがいをも って 暮ら している 活 動的 な高 齢者に

おい て も骨 密 度 の 減 少 は避 けら
れな いという こ と を 示

し て お り ， こ れまでの報告と一 致 する 結 果 で あ る。男

性においては有意な相関性は認めら れ な かっ たが， 年

齢と と も に骨密度は低下す る 傾向にあ った 。 今回の 対

象者に
対
して ， 今 後 骨 密 度 の減 少をでき る だ け 緩やか N 工工 一
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表 3　 健 康歴 ・生活習慣 と骨 密度 と の 関連

男　 　性 女　 　性

骨 折経験 　あ り（7）

2．798±0．352

　 な し（45）

2．656±0．277

　あ り（28）　 　 　 　 な し（74）

2．198±O．149　　　　　2．280±0．211

　　 L 　＿一」
　 　 　 　 　 　 寧

「骨が もろ い 」

とい う指摘

あ り な し 　あ り（18）　　　　 な し（77）

2．112：ヒO．181　　　　　2．311：ヒO．193

　　 L ． ． ＿ 」

糖 尿病 　あ り（6）

2．679±O．271

　な し（43）

2．669±0，283

　あ り（8）

2，309±0，192

　な し（95）

2．258±0．206

現 在の 運動習慣 　あ り（41）

2．711± 0．285

　な し（12）

2．582± 0．294

　あ り（73）

2．276± 0、215

　な し（30）

2．245：ヒ0．170

20〜25歳時の

　運動習慣

　あ り（34）

2．608±0．263

　な し（15）

2．730±0．259

　あ り（40）

2．252±0．210

　な し（45）

2，265：辷0，206

食 事制限 　あ り（14）

2．677± 0．253

　な し（38）

2．678：ヒ0．307

　あ り（34）

2．271±0．247

　な し（69）

2．263±0、182

塩分制限 　あ り（11）

2．700±0．266

　な し（44）

2．674±0．295

　あ り（27）

2．295：ヒ0．255

　な し（80）

2．254±0，180

ダ イ エ ッ トの 経験 あ り な し 　あ り（16）

2．339± O．194

　な し（77）

2．248± 0，202

小 学生 の こ ろの

　牛乳飲量

週 1回以 上 （21）　 週 1 回未満 （22）　 週 1回以上 （28）　 週 1回未満 （32）

2．683二tO ，223　　　　　　2．645± 0．288　　　　　　2．290± 0．217　　　　　　2．2〔旧 ：tO ．173

中学生 の こ ろの

　牛乳飲量

週 1回以 上 （14）　 週 1回未満（22）　 週 1回以上 （25）　 週 1回未満（25）

2．624± 0．244　　　　　2．643± 0．287　　　　　2．281± 0．203　　　　　2204 ± 0．171

高 校生の こ ろの

　 牛乳飲量

週 1回以 上（12）　 週 1回未満（20）　 週 1回以上 （26）　 週 1回未満（24）

2．644±0，218　　　　　2．666±0．290　　　　　2．281±0．202　　　　　2．201±0．177

現 在 の牛乳 飲量 週 1回以 上（32）　 週 1回未満（19）　 週 1回以 上 （84）　 週 1回未満（12）

2．691：ヒ0．253　　　　　　2．691±O．281　　　　　　2．271±0．208　　　　　　2．234：ヒ0．179

骨 ごと食べ る魚

　の 摂取量

週 3日以下（34）　 週 4 日以上 （16）　 週 3 日以下 （39）　 週 4 日以上 （34）

2．639±0．250　　　　　2．757±0．288　　　　　2．258：ヒ0，207　　　　　2．277：辷0．227

イ ン ス タ ン ト

食品 の 摂 取量

週 1回以 上（28）

2．697± 0．279

食べ な い （18）

2．665：ヒ0．265

週 1回以上 （36）　 　 食 べ な い （34）

2，238土0，223　　　　　2．277：tO．195

喫煙 　吸 う（12）

2．616：辷0．225

吸わ な い （42）

2．704± 0，302

吸う（10）

2．162 ± O．175

吸わな い （94）

2，270：te，202

飲 酒 飲む（42）

2．685± O．309

飲 まない （12）

2．682±0．204

　飲 む（32）

2．258±0．195

飲 まな い （68）

2．265±0．201

（ ）内 は対象 数 を表 す　 ・ p〈0，05　“ p＜0．01
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に するための 運動，食生活，生活習慣等を中心 とした

健康指導教育が必要で あ る と考え られ る 。

　 2）健康歴と骨密度

　 こ れまで の 研究結果 で は，骨折の 既往 と骨密度と の

関連が数多く指摘
5）　6｝　’）

され て い る。今回 の 結果 か ら

も女性の骨折経験者と骨密度の 関連が明らか に な っ た

（p〈0．05）。 健康な高齢者を対象 に した東 らの 「閉経

前群」 の 結果
8 ）

と
一

致 した。しか し，今回 の 対象 は，

最低年齢が 58歳で あ り，ほ とん ど が 「閉経後群」 で あ

る とす る な らば，東 らの 研究結果 と は異 な る結果を 示

して い た。 また，医師か ら 「骨が もろ い 」 と指摘 され

て い る女性群と骨密度との関連もみ られた （p〈0．01）。

こ れ らの 結果 は，骨折の 既往 が あ る女性 の 骨密度の 低

下が骨折経験 の な い 女性群 に 比 して 大 きい と い うこ と

を示唆 して おり， 骨折の 可能性の あ る 「骨が もろ い 」

と指摘され た群の女性に お い て は よ り骨密度低下の 傾

向が強い とい える。 骨折経験の あ る女性 ， 「骨が もろ

い 」 と指摘 され て い る女性に対して は ， 健康指導教育

を よ り強化 して い く必要性が 今回 の 結果 か ら も示唆 さ

れた 。

一
方， 男性 の 骨折経験者と骨密度に は有意な差

が な か っ た 。 こ れ は一般的 に男性の 骨密度に加齢が 大

きく影響しな い とい う こ とが 関与 して い る と考え られ

る 。 今後，男性群 の 骨折経験 の 年齢や 骨折 の 原因，状

況などを調査 して骨密度との 関連を探索 して い く必要

が あ ろ う。

　糖尿病 の 既往 と骨密度 との 間 に は，男女 と もに 関連

性は み られなか っ た 。 骨密度低下の 危険因子 として糖

尿病が指摘
9） され て い るが，今回 の結果 は こ れ を支持

して い な い
。 今後 ， 対象者数を増や して 検討を 進 め る

必要が あ る。

　 3）生活習慣 と 骨密度

　今回の 結果 か らは，運動，食生活，喫煙 ・飲酒習慣

等 の 生活習慣 と骨密度 との 関連 は認め られなか っ た。

高齢者を対象 に し た骨量の 研究結果で は運動の 量との

関連を指摘1°）
した もの や，食生活習慣 こ とに，牛乳 の

飲量 。そ の時期との関連性を指摘した結果
11＞

， ま た喫

煙，飲酒 は一般的に 骨密度低下 の 危険因子 と し て 指

摘
t） され て い る 。 しか し，今回の 研究 は こ れらと一

致

しなか っ た 。
こ の 背景として は健康な高齢者で あ る今

回 の 対象者群 が 母集団 を反映す る に は ば らつ きが 少 な

か っ た た め で あ る と推測 され る 。 前述し た東らの結果

で は，喫煙，飲酒 の 生活習慣 は骨量 の 変動 を説明す る

変数 と して は弱 い とい う結果
S｝

を指摘 して い る。 今回

の 結果 も同様の 結果 で あ っ た 。 今後，対象者数を増や

して よ り母集団 に 近 い 対象 で の 検討が 必要 で あ ろ う。

　 4）肥満度と骨密度

　身長と体重か らBMI を計算し ， そ の 結果と骨密度

との 相関をみ た と こ ろ，男性で は正 の 相関 を認 め た。

こ の 結果は，肥満に よ る体重増加が結果的 に運動負荷

に な り骨密度 に 影響す る因子 と して 働 い た こ とが推測

され る。一
方，女性 の 場合 に は BMI との 相関 は 認 め

られ なか っ た 。 この結果は東ら
m

の骨量 の 変動の 説明

因子 と して 高 い 偏相関係数 を 指摘 して い る結果 （閉経

前群 ；0．301，閉経後群の 65歳未満 ：O．281，閉経餃群 の

65歳以上 ；0，512）と
一

致 しなか っ た 。 骨量 と体脂肪量

は相関 しな い とす る報告
12）

か ら推測す る と女性の 体脂

肪が 骨密度変動 の 説明を相殺 して い る と考えられ，今

後の 調査で は こ の こ と を考慮 した調査項目 （体脂肪率）

の 設定が必要で あ る と指摘 した東 らの 研究結果
S ）

とも

一
致 した 。

　 5）測定方法に つ い て

　今回 の 研究調査に 使用 し た骨密度の 測定方法は新開

発の 超音波式 の 踵骨測定装置で あ る 。 先 に も述 べ た よ

う に こ の 装置 は DXA 法 の 装置 との 比較 で もか な り良

好な相関性を有して お り，検査結果の信頼性も確保さ

れて い る 。 最近急速 に 超音波式 の 各種骨量測定装置が

開発 され ， 骨密度測定が簡便化 され て きた。本装置 も

X 線を用 い な い こ と ， 水を使用し ない こ と， 実測定時

間が きわ め て 短 い こ と等 の 利点 に 加 え，全重量 が 約16

  で あ り， 持ち運びが可能で ある。
こ の 利点 を生 か し

て今回の よ うな高齢者の健康開発の場で の測定が可能

に な る
。 今後 ， 血圧 の 自己管理 と同 じよ うに 骨密度管

理が高齢者自身に よ っ て 意識づ け さ れ る た め に も，骨

粗鬆症予防の た め の 健康教育 な ど と合 わ せ て 広 く高齢

者 の 骨密度調査を行 う こ と が 有効 で ある と考 え られ る 。

超音波式の 簡便な装置 は 高齢者 の 健康維持 ・増進 の た

め ， また骨粗鬆症か ら起 こ る骨折， そ れ に続 く 「寝た

きり」等の 予防活動に 活用 して い けば効果的で あ る 。

ま と め

　本研究は老人大学に通学す る健康な高齢者 の 男女を

対象 に健康歴 お よ び 生活習慣 と骨密度 と の 関連 を検討

し， 骨粗鬆症予防の た め の健康増進活動 の あ り方 に つ

い て 考察 した もの で あ る 。 結果は 以下の とお りで ある。

L 年齢 と骨密度
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　加齢 と と もに 骨密度 は 減少傾向を示 し，特 に女性 に

お い て は危険率 1％ 以下 で 負の 相関が 認 め られ た。男

性 に お い て は有意 な 相関性 は認 め な か っ た が，年齢 と

と もに骨密度は低 トす る 傾向に あ っ た 。

2．健康歴 と骨密度

　 こ れ ま で の 研究結果 で は骨折 の 既往 と骨密度との 関

連が数多く指摘さ れ て い る 。 今回 の結果か ら も女性の

骨折経験者，お よ び骨粗鬆 を指摘 され た群と骨密度と

の 間 に は有意 な関連 が み られ た が，男性 の 骨折経験者

と骨密度に は有意な 差 が み られ なか っ た 。

　糖尿病 の 既往 と骨密度と の あ い だ に は男女 と もに 関

連性 は な か っ た。

3，生活習慣と骨密度

　運動，食生活，喫煙 ・飲酒習慣等の 生活習慣と骨密

度との 関連は認 め られなか っ た 。

4．肥満度 と骨密度

　身長 と体 重 か ら BMI を 計算 し，そ の 結果 と骨密度

と の相関をみ た結果， 男性 に お い て 正の相関を認めた。

・一
方，女性 の 場合 に は BMI との 相関性 は認 め な か っ

た。

5．測定方法に つ い て

　骨粗鬆症 予防 の た め の 健康教育 な ど と合 わ せ て ，超

音波式の 簡便な装置を用い広く高齢者の 骨密度調査を

行うこ と は ， 高齢者 の 健康維持 ・増進の た め
， ま た骨

粗鬆症か ら 起 こ る 骨折，そ れ に 続 く 「寝 た き り」等 の

予防活動に活用して い けば効果的で あ る 。
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